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当科の切除不能進行胃癌症例のうち、Docetaxel＋Cisplatin＋S-1 の 3 剤併
用化学療法 (S-1 : 80mg/m2 day1-14, Docetaxel : 50mg/m2 day8, Cisplatin : 
60 mg/m2 day8, 3 週 1 サイクル) を施行した 20 例を対象とした。抗癌剤投与
前、投与中 (day8)、投与終了直後 (day14)、休薬期間後 (day21) に、それぞ
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day21 の減少率と DAO 活性が最も減少する day14 の減少率はいずれも有意に相
関した。つまり、血清 DAO 活性は血清総蛋白値やアルブミン値の低下に先行し
て低下し、回復することが明らかとなった。 
以上より、血清 DAO 活性は癌化学療法による消化管毒性や栄養障害の有効な
バイオマーカーであることが示唆された。また、DAO 活性は消化管粘膜障害を
鋭敏に反映し、消化管症状が発症する前に予測しうることが示された。 


